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登録リスト（該当：12件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: マンホール：飯山市]	マンホール：飯山市	2009/04/10の記録。
飯山市のマンホールです。一本杖スキーの子ども２人を描いています。マンホールカードの解説によると、最初にこの地に伝わったスキーは一本杖スキーで大正初期まで盛んであったとのこと。子どもが被っている頭巾が「みのぼうし」で、これは昭和30年代まで利用されていたとのことです。

私の別記事「飯山のマンホール、一本杖スキー」もご参照ください。
http://d-commons.net/uedagaku/maekawa2?c=&p=8852	2024-02-11
	2	[image: 過疎地域の文化財・中禅寺]	過疎地域の文化財・中禅寺	静寂のなかで精神を整え、対峙する中禅寺はとても魅力的であった。しかし文化財の維持や観光という点で言うといい印象は抱かない。交通手段が車しかなく、行くまでの道も困難。さらに私が訪れた際には受付に人が居らず非常に困惑した。地域文化財の在り方について問いかけられるものであった。	2024-02-01
	3	[image: 紅葉の風景]	紅葉の風景	別所にある常楽寺の駐車場から見た景色です。
10月下旬でしたので、山々の紅葉が綺麗に色づいていました。
地域文化の中を歩んできた常楽寺はこのように地域を上から見守っているのでしょうね。	2023-11-10
	4	[image: 別所温泉駅]	別所温泉駅	上田電鉄別所線の別所温泉側の終点に当たる別所温泉駅は大正10年に「別所駅」として作られた長い歴史を持つ駅。大正13年に「信濃別所駅」と改称され、現在の駅名になったのは昭和5年だそうです。
西洋風のレトロな見た目ですが、不思議と和風建築が並ぶ別所温泉に調和してるように感じました。
長い歴史を持つため、時間をかけて地域文化の中に溶け込んでいったのでしょう。	2023-11-10
	5	[image: 風情ある道]	風情ある道	別所神社や常楽寺に至る石畳の道です。地域住民の家々の間を通るように伸びていることが分かるかと思います。
地域文化の中に寺社が密着していることを再認識しました。	2023-10-31
	6	[image: 別所神社]	別所神社	別所温泉にある上田市の指定文化財です。
建てられた当時は熊野大宮大社(和歌山県)の熊野大神を祭ったものでした。
後に本殿の後ろにある「男石」、「女石」、「子種石」
も「縁結び」のご利益があるとされ、祀られました。
現在の「別所神社」は明治11年からの名称になります。

熊野大宮大社の分社でありながら、別所の地域文化に根ざしている特殊な神社です。	2023-10-31
	7	[image: 飯山のマンホール、一本杖スキー]	飯山のマンホール、一本杖スキー	いつ頃からかマンホールカードが大ブレークし、全国でコレクターが急増しました。私もその恩恵を受けて飯山駅の観光案内所でマンホールカードをゲットしました。さらにこのキーホルダーを購入しました。

飯山のマンホール蓋「一本杖スキー」はこれまでにも見ましたが、このようなカラーバージョンに出会ったことはありません。絵柄もかわいらしく、色合いもいい。マンホールよりもむしろキーホルダー向きです。

カードの裏側には一本杖スキーの歴史についての解説があります。最初にこの地に伝わったスキーが一本杖スキーで大正初期まで盛んであったとのこと。子供が被っているのが「みのぼうし」で、これは昭和30年代まで利用されていたとのこと。なるほど、です。	2022-05-05
	8	[image: キュレーションのまとめ]	キュレーションのまとめ	　電線の無電柱化は、景観の向上・災害時の被害の軽減・防災時に自治体が緊急輸送路に指定している道路のためなど、自然災害が多く観光や地域文化や歴史を大切にしている日本にとって、これからの日本の未来を担う大切な取り組みだと感じた。
　電線と電柱は太平洋戦争終戦後、戦後の日本の経済復興として、急増する電力や通信需要を支えるためにたくさん建てられてきたものです。そのため、経済のために活躍してきてくれた電線と電柱に感謝しながら、次世代の無電柱化の日本をこの上田市も積極的に目指していければと思う。	2022-02-02
	9	[image: 長野県にはどうして美術館多いの？]	長野県にはどうして美術館多いの？	長野県には美術館が多いとよく聞きます。実際どのくらい美術館があるのか、どうして美術館が多いのかを調べてみました。

〈美術館の数〉
全国の美術館数は1,064館で、人口10万人あたり0.84館です。美術館数が最も多いのは長野県で人口10万人あたり5.24館(偏差値96.1)と全国平均の6.3倍。総数ベースで見ても長野県の110館は全国最多で、日本の美術館の約10%が長野県に集中しています。

〈どうして美術館が多いのか〉
◆振興策
戦前、長野県が教育県と謳われた時代の名残からか、現在でも芸術・文化の振興に関しては精力的です。県民の意識調査でも、学力実態に伴って教育県としての自覚が削がれている一方で、芸術・文化面での関心は高いです。そのため、内部からの需要が高いです。

◆避暑地
長野県は全国の中でも比較的乾燥した中央高地式	2021-01-31
	10	[image: 信州上田学B2020⑪12/10デザインでたどる上田の地域文化(1)]	信州上田学B2020⑪12/10デザインでたどる上田の地域文化(1)	長野大学2020年度後期教養科目「信州上田学B」講義
講師　石川義宗(企業情報学部准教授)

	2021-01-31
	11	[image: 信州上田学B2020⑬デザインでたどる上田の地域文化(3)山本鼎と農民美術]	信州上田学B2020⑬デザインでたどる上田の地域文化(3)山本鼎と農民美術	長野大学2020年度後期教養科目「信州上田学B」講義
2020/12/24
特別講師　小笠原正氏(上田市立美術館学芸員)
講師　石川義宗(企業情報学部准教授)
89分

	2021-01-31
	12	[image: 焼町土器]	焼町土器	群馬県渋川市にある道訓前古墳から出土した焼町土器である。

道訓前遺跡は縄文時代中期中葉から後葉にかけての大規模な環状集落である。この遺跡から出土した品々の多くが国の重要文化財に指定され、その数は165点である。

道訓前遺跡から出土した焼町土器を始め多くの土器が重要文化財に指定された理由としては、群馬県西部から長野県東部にかけて比較的限定された地域に見られる独特な文様の「焼町土器」の他にも赤城山麓を中心に分布する個性豊かな「三原田式土器」、それが変容した形である南関東の「加曽利E1式土器」「加曽利E2式」期と様々な形態なものが存在し、それらは新潟県や長野県・南関東、北関東の他地域との文化交流の様子や、赤城山麓独自の地域文化の芽生えを示していると判断されたからである。

【参考資料】
・	2021-01-27
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